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論文内容の要旨
山田，松本等はラット精巣ホモゲネートにおいて，思春期前期にのみ，アンドロステンジオンやテ
ストステロンを経ずに，プロゲステロン及び17ハイドロキシプロゲステロンの5α還元物質からの5α
還元C19 ステロイドを生合成する経路が存在することを明らかにした。そこで著者は，マウス精巣で
も，幼若期にこの経路が存在するかどうかを検索した。
〔方法〕
各日令のマウス精巣ホモゲネートを用いて ， 3H-プロゲステロン (1 nmole/1μCi) ， 14 C-プロゲステ
ロン (6.8 nmoles/0.2μCi) ， 3H-5α 一プレグナン -3 ， 20- ジオン (6.8 nmoles/0.5μCi) を基質として，
NADPH存在下で試験管内で incubation した。生成ステロイドは，エーテル:クロロホルム =4:1
液で抽出し，アセチル化，クロム酸々化を併用しながら，ペーパー及びカラムクロマトグラフイーで
分離し，再結晶法にて同定した。
〔成績〕
各日令別のステロイド生成実験，ダブルラベルの実験，タイムコースの実験を総合すると，マウス
精巣においても，思春期前期(生後約 3 週)には新生児期，あるいは成熟期に比べて，非常に多量の
5α還元CI9ーステロイドが生成されることが明らかになった。新生児期，成熟期ではテストステロン，
アンドロステンジオンが生合成された。この思春期前期の5α還元C19 ステロイドはアンドロステンジ
オンやテストステロンを経ないで，プロゲステロン及び17ハイドロキシプロゲステロンの5α 一還元物
質から生合成されるという結果を得た。
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〔総括〕
ラットでは生后40日目くらいから前立腺重量が増加し始め，ちょうどこの時期に血中のテストステ
ロンが増加し始める。これに先だち精巣重量は生后20日目くらいから増え始め精細胞の減数分裂も始
まる(思春期前期)。 この時期にはテストステロンよりも 5α還元C19 ステロイドが生合成されている
ことが知られている。
著者の観察ではマウスにおいても精細胞が減数分裂を開始する時期と前立腺の腫大する時期にずれ
が認められる。以上のことと，山田等のラット精巣の実験，今回示した我々のマウスによる実験を考
え合わせると，醤歯類の思春期前期にはテストステロンの分泌を少くして5α還元C19 ステロイドを分
泌する特異な機構があることが推察される。
著者が行ったうさぎ精巣の実験(Endocrinology 99 ， 1269 ， 1976) サル，人の精巣を， 用いた実験
(J. Clin Endrocrinol Metab.44.1023 ， 1977) では醤歯類でみられた上記の現象は見られなかった。
論文の審査結果の要旨
幼若期のマウス精巣では，プロゲステロンから，プロゲステロン及び17-0H- プロゲステロンの5α
-還元物質を経て5α還元C19 ステロイドが生合成される経路が存在することを in vifroの実験で明ら
かにしたO
これは幼若期にのみに特異的で，新生児期，成熱期では5α還元C1 9 ステロイドの生成はみられずテ
ストステロン，アンドロステンジオンが生成された。
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